
 「いのちがあって よかった」 
～たった一つの命～ 

 不注意から交通事故に遭い，入院した「ちあき」の気持ちを考え，命が自分のものだけで

なく，家族に支えられていることに気付くことができました。命を大切にするためにどんなこ

とに気をつけたいかを交流し，「命はほんとうに大事なものだから，これから廊下を走らない

ようにしたいです。」と，これからの行動についても考えることができました。 
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